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南郷通支店 

 

1. 基本情報  
企 業 名 株式会社 ホットウェーブ 

代 表 者 名 大沼 弘幸 

所 在 地 

• 本社 

• 白石オフィス 

• 目黒オフィス 

札幌市豊平区西岡２条１３丁目７－１ 

札幌市豊平区美園１条６丁目２－８コーポラススプレンダー１Ｆ 

東京都目黒区目黒１-４-８ニュー目黒ビル２Ｆ－Ａ 

資 本 金 500 万円 

従 業 員 31 名 (2025 年 12 月現在) 

業 種 ソフトウェア開発 

事 業 内 容 

• ＩＴソリューションサービス 

• 医療ソリューションサービス 

• ソフトウェア開発サービス 

• 基盤ソリューションサービス 

• 運用サポートサービス 

• ＩＯＴソリューションサービス 

沿 革 

2008 年 6 月 

2010 年 5 月 

2010 年 8 月 

2014 年 6 月 

2015 年 3 月 

2015 年 10 月 

2018 年 1 月 

2018 年 6 月 

2018 年 6 月 

 

2019 年 5 月 

2021 年 4 月 

会社設立 

白石オフィス（営業所）を開設 

資本金 500 万円に増資 

ヘルスケア事業を開始 

ＩＯＴ事業（研究開始）を開始 

関連会社でハリーパソコンスクールの運営を開始 

一般労働者派遣事業許可を取得 

目黒オフィス（シェアオフィス）を開設 

ＩＰＡ ＳＥＣＵＲＩＴＹ ＡＣＴＩＯＮ セキュリティ対策自己宣言〈二つ星〉を宣

言 

白石オフィス（営業所）を移転 

プライバシーマークを取得 （許諾番号：26000181） 

 

2. 経営理念 

 

 

 株式会社ホットウェーブ（以下、「当社」）は、「人の暮らしを、もっと快適に」「新たな価値を創造する」「IT ソリ

ューションを通じて、社会の安心と安全に貢献する」ことを経営理念の根幹に置いている。創業以来、医療・

経営理念 

より新しく、もっと確実に、そして未来へ 
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金融・公共といった社会インフラを支える分野で培ってきた技術力は、持続可能な社会を実現するための中

核的な価値である。 

 

3. 事業概要 

 当社は、2008 年の設立以来、地域社会の基盤を支えるシステム開発・運用を担ってきた独立系 IT ソリュー

ション企業である。 

【事業ポートフォリオと定性的優位性】 

 当社の事業は、強固な収益を生み出す「安定事業」と、社会課題解決と市場創造を担う「成長投資事業」に明

確に二分され、相互にリスクを補完し合うことで、持続的な企業価値向上を目指している。 

(1) 安定事業  

 安定事業は顧客の基幹業務を支えるシステムインテグレーションが中核である。特に医療分野において

は、電子カルテシステムや地域医療連携システムの開発・運用実績が豊富であり、地域医療の継続性に

不可欠な役割を担っている。大手 IT 企業との長期的なパートナーシップに基づく安定収益源であり、社会

的貢献と収益の確実性を両立している。 

 サービス提供においては、ナレッジ共有と業務標準化を徹底することで、特定の技術者に依存しない高

品質で均質なシステム運用サポートを実現している。これにより、顧客の事業継続性を担保するだけでなく、

長期契約に基づく安定的なフィー収入を確保し、強固な財務基盤を支える重要な柱となっている。 

(2) 成長投資事業 

 成長投資事業では、独自の低消費電力メッシュ型ネットワーク（WSN：Wireless Sensor Network）技術を開

発している。この技術は、携帯キャリアに依存せず、広範囲かつ過酷な環境下（山間部、豪雪地帯など）で

リアルタイムのデータセンシングを可能にするものである。具体的な活用例として、河川水位の遠隔監視や

インフラの変状検知などがあり、地域のレジリエンス（強靭性）強化に直接的に貢献する次世代の成長エン

ジンとして、新たな市場の創造を担う見込みである。 

 

【財務基盤と成長へのコミットメント】 

 当社の事業構造は、収益が安定している運用保守収益（ストック収益）の割合が高く、これに専門性の高い受

託開発収益（フロー収益）を加えることで、強固な財務安定性を確立している。これにより、景気変動に強く、安

定的なキャッシュフローを創出することが可能となっている。 

 当社は、この安定基盤を背景に、将来の成長と社会課題解決に直結する IoT（WSN）技術開発への研究開発

投資を継続的に拡大し、地域社会の安心・安全に資する技術の社会実装にコミットしている。 

【情報セキュリティとリスク管理】 

 当社は、機密性の高い顧客情報や医療データを扱う企業として、情報ガバナンスを最重要視している。プライ

バシーマーク（P マーク）および IPA SECURITY ACTION を取得・宣言済みであり、徹底したセキュリティ体制の

もと、事業リスクの抑制と取引先からの信頼維持に努めている。 

 

 当社が認証・宣言する P マークと IPA SECURITY ACTION 

 

 

 

   

 

 

 

出所：株式会社ホットウェーブ 提供資料 

出所：株式会社ホットウェーブ 提供資料 



サステナブル経営支援ローン評価レポート 

 

3/3 

4. サステナビリティ目標 
 株式会社ホットウェーブの更なる企業価値の向上と、持続可能な開発の実現にむけた社会課題を踏まえ、

以下のサステナビリティ目標を設定した。この目標は、株式会社ホットウェーブの事業エリアである北海道が持

続的に発展し、魅力ある地域を創り上げていくために策定した「北海道総合計画（2024）」などを参照し、設定し

たものである。目標達成への企業行動を通じて、株式会社ホットウェーブのプレゼンス向上と地域社会が目指

す姿の実現に貢献するものであり、目標は有意義である。 

 
(1) 環境面におけるサステナビリティ目標 

重 要 課 題 脱炭素社会への貢献 

目 標 ・ K P I 温室効果ガス排出量の可視化を実施する。 

関連する SDGs 

 

 

(2) 社会面におけるサステナビリティ目標 

重 要 課 題 人的資本経営の推進 

目 標 ・ K P I 役職員のエンゲージメントの可視化を実施し、継続的に向上させる。 

関連する SDGs 

 

 

留意事項 
本文書は、北洋銀行が借入人に対して実施する「サステナブル経営支援ローン」に際し、借入人の企業経営とサステ

ナビリティ目標に対する北洋銀行の評価を述べたものです。 

本文書に記載された情報は、現時点で入手可能な公開情報、借入人から提供された情報や借入人へのインタビュー

などで収集した情報に基づいて、現時点での状況を評価したものであり、当該情報の正確性、実現可能性、将来にお

ける状況への評価を保証するものではありません。 

北洋銀行は当文書のあらゆる使用に起因して発生する全ての直接的、間接的損失や派生的損害については、一切

義務または責任は負わないものとします。 

本評価書に関する一切の権利は北洋銀行に帰属します。評価書の全部または一部を自己使用の目的を超えての使

用（複製、改変、翻案等を含む）は禁止されています。 


